
宮古盛岡横断道路 宮古箱石道路
起工式開催状況

宮古盛岡横断道路は、宮古市と盛岡市を結ぶ約１００ｋｍの地域高規格道路で、その内
宮古箱石道路は宮古市藤原から箱石間の約３３ｋｍにおいて、岩手県より権限代行で整備
する区間です。この区間は平成２３年度に事業化となりました。国道１０６号の線形不良
区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間の短縮により県都盛岡市と宮古市間
のアクセス性向上、救急医療施設への速達性向上等の効果が期待されます。

このたび工事に着手する運びとなり、一日も早い完成と工事の安全を祈念して、起工式
が執り行われました。

▲鍬入れを行う宮古市 山本正徳市長（中央）、
鈴木俊一衆議院議員（中央右）ほかご来賓の皆様

▲宮古市 山本正徳市長よりご挨拶

▲東北地方整備局 宮田道路調査官が挨拶

▲明日を拓く宮古のみち女性の会
伊藤牧子会長よりメッセージ

▲刈屋小学校生徒による刈屋太鼓が
式典を大いに盛り上げました

開催日時：平成25年11月30日(土) 11:00～
開催場所：宮古市腹帯第４地割 地内
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